






































(1) 調査対象 柏崎市立第三中学校・l年(1クラス)4 6人





























2 学業成績の要因について 1 性格類型について
学業成畿は知能のみによって決定されるのではない。学習者の努 矢田部ギル7才ド性格検査では.その鉱泉の傾向を次の4類型に
カ，熱心さなどの条件や環筏条件が大きな要因である。学業成績を わけてある。






準験査の数学と国語の ~fl科の平均偏差値であるe 知能と学力の相 o不安定禍極不適応型 (0型) 情緒不安定，社会的不適応，内向
関係数をしちべたら.O.H 3で相関がかなり高いととがわかった。 的が特徴で .ζの型の典型的な人は/イローゼまたはノイローゼ
気味の強い人である。
4 上位群，下位群の選定 。不安定積極非行型(色型) 情緒不安定，社会的不適応，活動的
外肉的なのが特徴で.人格の不鈎衡が外にあらわれる型，非行行
上位群，下位m:を選定するために学力偏差値かち知能偏差値を~I 動に出やすいタ イプ。
いたその差をdとする。 dの分鼠は正規分布をしτいないので.四 第l表 性絡類型の群~II比較
分偏差 (0.)のQ，1・0.3を求め私その結果Q，1は…"'0，1>
-5であ町.Q，3は……+6>0.3であるととがわかった。とと

































































23 24 z 
(2.9) (3.0) (2.3) 
2 I 26 26 
(23) (2.9) (2.9) 
Cp Ag G R T A I S: 
臨 攻 非 の ・幽出 版社
撃 活 ん 考 金
調 的 き 的 従釣で 動 で
な な 内 司
的 い 的 い 向 的向
~ 4 25 22 16 19 
Ct2a19i12l2u  0 0 i
(3.0) (3.0) (2M) (3.3) (2~) 
H 29 23 n 30 
(2.9) (3.3) (3.1) (31) (3.3) 
て考察および指導を行なうにあたって重要なととは，児童・生徒が 1 Zの性格特性について，下位1.上位群を比較し，両群の性
おかれている社告的環境との関連をあきらかにしていく Eとが重要 絡特撮の傾向をあきらかにする。雨群の差の比絞的少ない性絡絡
な課題である。 徴は.c (気分の変化)N (神経質でない)0 (客観的)S (社
会的内向)などである。比較的差のみられる特徴は.T (思考的
内向)D (抑うつゆ A(服従的)1 (劣等感)G (活動的)な
- 4 1ー
どである。 J:記ぬととから下位併の性科特徴の傾向として上位~l ， その3 その 4
に比べて物~jICとだわり .劣等感をもち行動に自信がなく消極的


























あきらかにする。各傾践のうち比続的売の大きい~~域tl. 情緒的 E W 
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位群より広がりのあるととがわかる。厳格 (50: n) ，期待
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S……動揺率.v・・….V字壇i込.f…・・・平匂誤びゅう量. u (定割). M (中高破)
(準h定型)
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判的P ! とである。すなわち， 側は押しつけではなく，手助けであるとい
われ，自主的な学習が学也知等法の研究や生活指導に質点rt，fC，取町
(z E) iol婦位性絡 ，てんかん性性絡 上げられているのである。しかしその反面 ，生徒数の激駒と経摂社
作業中意志の弛緩または解摘が厳しく .下降上昇が場銭である。ー 会の高llt/{.伴って学校教育までもオー トメ化l...テス トの点散な
種の~~緊張主考えられる。意志常警によるものか.または意志抑 ど花よってある防{すけがなされることがないわけではない。義務教
圧と呼ばれるなんらかの軒神殿能障害があるか ，さもなければ件絡 角の後期をHこなうめ学校ζそ生徒ひとりひとりの個性ゃ電力を考慮
的特徴によるものと考えられる。(なお ，スペー スの旅合上2名の l...個4の生徒の学習態度およびバーソナ '17ィの隔にまで研究と
ものは省略した)0 m;qの手を広げ引1ばしてい〈べきである。学業が長わないで持しん
でいる生徒(J)敬多くいる.IJi'U!rc おいて.~tc.<5:鋪 11. 乍力の Ißi rc.欠
Z 結果と考察 陥があるのか・その版肉がt川の ~I~的，~閃からか，あるいは彼ら
の性I~形成の耐に問題があ品のかたどK対する研究と配~が必要で
側々 のぬ鎗は.被験者の勾と同じにそれぞれーっとして全01じ あるととを¥i感するのであるの
ものはIi.られない。l，;かし全休をl'l向d"r.iれている始向を¥tると.
処つかの領有，)It分領することができた。件1書類砲によって分納する
- d 6-
